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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第69期

第３四半期
連結累計期間

第70期
第３四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 45,195,422 43,146,068 62,608,009

経常利益 (千円) 6,404,175 5,522,438 8,038,211

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 4,268,964 3,827,520 5,118,663

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 4,864,782 4,893,148 6,273,121

純資産額 (千円) 55,210,964 59,244,332 55,904,069

総資産額 (千円) 80,198,117 76,066,293 83,831,966

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 54.99 49.31 65.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 68.8 77.9 66.7
 

　

回次
第69期

第３四半期
連結会計期間

第70期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 22.44 14.39
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間におきまして、当社グループ(当社および当社の関係会社)において営まれている事業の

内容につきまして、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社につきましても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間におきまして、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」につきましての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間におきまして、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、好調な企業収益を背景とする設備投資の増加や、雇用・所

得環境の堅調な推移による個人消費の伸びなどが見られ、景気は緩やかながら回復傾向にあります。先行きにつ

きましては、米国政権の経済政策や欧州諸国の政治情勢の影響、アジア新興国の景気動向や地政学的リスクへの

不安など、景気は依然として不透明な状況にあります。

このような環境の中、特装車の販売につきまして、通信業界では、経年車両の更改需要増加により、前年同期

に比べ売上が増加いたしました。鉄道業界においても、車両の老朽化による更新や機械化需要の継続により、前

年同期に比べ増加いたしました。一方、電力業界では、配電設備の更新需要の減少により、前年同期に比べ売上

が減少いたしました。レンタル業界においても、社会インフラ工事需要の増加が見られるものの、建築工事需要

向け設備投資の抑制傾向が続き、前年同期に比べ減少いたしました。

この状況のもと、当第３四半期連結累計期間の連結経営成績は、売上高は前年同期を20億49百万円(5％)下回る

431億46百万円となりました。

利益につきましては、特装車の国内販売の減少などにより、営業利益は前年同期を8億83百万円(14％)下回る52

億44百万円、経常利益は前年同期を8億81百万円(14％)下回る55億22百万円となりました。また、親会社株主に帰

属する四半期純利益は前年同期を4億41百万円(10％)下回る38億27百万円となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

（特装車）

特装車売上高は前年同期を20億38百万円(6％)下回る349億53百万円となり、売上総利益は前年同期を6億33百万

円(7％)下回る81億1百万円となりました。これは主に、レンタル業界向けの売上が減少したことによるものであ

ります。

（中古車）

中古車売上高は前年同期を83百万円(20％)下回る3億38百万円となり、売上総利益は前年同期を62百万円(42％)

下回る86百万円となりました。これは主に、下取り・買取りの減少により売上が減少したことによるものであり

ます。

（部品・修理）

部品・修理売上高は前年同期を58百万円(1％)上回る76億12百万円となり、売上総利益は前年同期を20百万円

(1％)下回る20億28百万円となりました。これは主に、検査・修理売上が増加したことによるものであります。

（その他）

その他売上高は前年同期を14百万円(6％)上回る2億41百万円となり、売上総利益は前年同期を1百万円(3％)下

回る37百万円となりました。

　

(2) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費に要した額は、研究材料費、人件費等総額3億52百万円でありま

す。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 235,000,000

計 235,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 79,453,250 同左

東京証券取引所
市場第一部
名古屋証券取引所
市場第一部

単元株式数
100株

計 79,453,250 同左 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年10月１日～
平成29年12月31日

― 79,453 ― 10,425,325 ― 9,941,842
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」につきましては、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

① 【発行済株式】

平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

1,826,900
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

77,582,500
775,825 ―

単元未満株式
普通株式

43,850
― ―

発行済株式総数 79,453,250 ― ―

総株主の議決権 ― 775,825 ―
 

(注) １.「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が100株(議決権１個)含まれて

おります。

２.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式97株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社アイチコーポ
レーション

埼玉県上尾市大字領家字
山下1152番地の10

1,826,900 ― 1,826,900 2.30

計 ― 1,826,900 ― 1,826,900 2.30
 

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株(議決権１個)あります。　　

なお、当該株式は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)および第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表につきまして、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社アイチコーポレーション(E01657)

四半期報告書

 6/16



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,328,396 1,116,198

  預け金 25,841,811 20,921,072

  受取手形及び売掛金 20,972,356 ※1  17,470,317

  商品及び製品 1,178,283 2,084,938

  仕掛品 1,403,547 1,631,407

  原材料及び貯蔵品 1,263,009 1,171,114

  繰延税金資産 542,241 351,869

  その他 628,291 521,532

  貸倒引当金 △296 △141

  流動資産合計 53,157,641 45,268,310

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 8,483,509 8,785,542

   機械装置及び運搬具（純額） 3,866,914 3,303,694

   土地 8,526,734 8,526,734

   その他（純額） 1,580,345 883,059

   有形固定資産合計 22,457,504 21,499,030

  無形固定資産 1,112,670 1,256,280

  投資その他の資産   

   投資有価証券 5,632,105 6,775,167

   繰延税金資産 280,341 －

   その他 1,196,832 1,272,886

   貸倒引当金 △5,129 △5,381

   投資その他の資産合計 7,104,149 8,042,672

  固定資産合計 30,674,324 30,797,983

 資産合計 83,831,966 76,066,293
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 15,614,807 7,591,884

  未払法人税等 1,503,288 339,262

  役員賞与引当金 94,000 33,000

  製品保証引当金 147,573 169,953

  その他 4,949,908 3,079,263

  流動負債合計 22,309,577 11,213,363

 固定負債   

  再評価に係る繰延税金負債 616,302 616,302

  役員退職慰労引当金 78,700 46,175

  退職給付に係る負債 4,058,582 4,047,424

  繰延税金負債 － 86,763

  その他 864,733 811,932

  固定負債合計 5,618,318 5,608,598

 負債合計 27,927,896 16,821,961

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,425,325 10,425,325

  資本剰余金 9,923,342 9,923,342

  利益剰余金 36,068,845 38,343,840

  自己株式 △916,683 △917,043

  株主資本合計 55,500,829 57,775,464

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,649,809 3,501,034

  土地再評価差額金 △1,624,044 △1,624,044

  為替換算調整勘定 △13,242 127,927

  退職給付に係る調整累計額 △609,282 △536,049

  その他の包括利益累計額合計 403,239 1,468,868

 純資産合計 55,904,069 59,244,332

負債純資産合計 83,831,966 76,066,293
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 45,195,422 43,146,068

売上原価 34,231,016 32,936,950

売上総利益 10,964,405 10,209,118

販売費及び一般管理費 4,836,807 4,964,925

営業利益 6,127,598 5,244,193

営業外収益   

 受取利息 18,212 6,163

 受取配当金 107,785 118,742

 持分法による投資利益 155,921 74,206

 為替差益 － 34,704

 その他 38,490 45,877

 営業外収益合計 320,409 279,694

営業外費用   

 支払利息 13 13

 為替差損 41,171 －

 その他 2,647 1,434

 営業外費用合計 43,832 1,448

経常利益 6,404,175 5,522,438

特別利益   

 固定資産売却益 1,269 36

 投資有価証券売却益 0 16,265

 特別利益合計 1,269 16,302

特別損失   

 固定資産売却損 5,751 218

 固定資産除却損 255,434 73,704

 保険解約損 3,689 10,830

 特別損失合計 264,875 84,753

税金等調整前四半期純利益 6,140,570 5,453,986

法人税、住民税及び事業税 1,619,228 1,429,499

法人税等調整額 252,377 196,966

法人税等合計 1,871,606 1,626,466

四半期純利益 4,268,964 3,827,520

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,268,964 3,827,520
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 4,268,964 3,827,520

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 570,301 851,224

 為替換算調整勘定 △63,267 70,649

 退職給付に係る調整額 137,756 73,232

 持分法適用会社に対する持分相当額 △48,973 70,521

 その他の包括利益合計 595,818 1,065,628

四半期包括利益 4,864,782 4,893,148

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 4,864,782 4,893,148

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につきましては、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

受取手形 －千円 690,756千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)およびのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

減価償却費 1,799,720千円 1,653,963千円

のれんの償却額 38,156千円 68,023千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日
定時株主総会

普通株式 698,647 9.00 平成28年３月31日 平成28年６月24日 利益剰余金

平成28年10月27日
取締役会

普通株式 698,644 9.00 平成28年９月30日 平成28年11月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月22日
定時株主総会

普通株式 698,637 9.00 平成29年３月31日 平成29年６月23日 利益剰余金

平成29年10月30日
取締役会

普通株式 853,888 11.00 平成29年９月30日 平成29年11月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
特装車 中古車 部品・修理 計

売上高       

 外部顧客への売上高 36,992,098 422,620 7,554,094 44,968,814 226,608 45,195,422

 内部売上高又は振替高 1,914,154 90 816,233 2,730,477 30,363 2,760,841

計 38,906,253 422,710 8,370,328 47,699,292 256,971 47,956,264

セグメント利益(注)２ 8,734,883 149,076 2,048,707 10,932,667 38,926 10,971,593
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、高所作業車等の教育事業等であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益から内部取引消去を調整して算出しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 10,932,667

「その他」の区分の利益 38,926

内部売上相殺消去 △2,760,841

内部売上原価相殺消去 2,753,653

全社費用（注） △4,836,807

四半期連結損益計算書の営業利益 6,127,598
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
特装車 中古車 部品・修理 計

売上高       

 外部顧客への売上高 34,953,236 338,864 7,612,965 42,905,067 241,001 43,146,068

 内部売上高又は振替高 1,996,613 － 65,864 2,062,478 25,326 2,087,804

計 36,949,850 338,864 7,678,830 44,967,545 266,327 45,233,872

セグメント利益(注)２ 8,101,229 86,155 2,028,249 10,215,634 37,792 10,253,426
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、高所作業車等の教育事業等であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益から内部取引消去を調整して算出しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 10,215,634

「その他」の区分の利益 37,792

内部売上相殺消去 △2,087,804

内部売上原価相殺消去 2,043,495

全社費用（注） △4,964,925

四半期連結損益計算書の営業利益 5,244,193
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 54円99銭 49円31銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 4,268,964 3,827,520

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

4,268,964 3,827,520

普通株式の期中平均株式数(千株) 77,627 77,626
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【その他】

中間配当について

第70期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）中間配当につきましては、平成29年10月30日開催の取締役

会におきまして、平成29年９月30日最終の株主名簿に記録された株主に対して、次のとおり中間配当を行うことを決

議いたしました。

① 配当金の総額 853,888千円

② １株当たりの金額 11円00銭

③ 支払請求権の効力発生日および支払開始日 平成29年11月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月８日

株式会社 アイチコーポレーション

　取 締 役 会　御 中

 

Ｐ　ｗ　Ｃ　あ　ら　た　有　限　責　任　監　査　法　人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　戸　田　　栄

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　川　原　光　爵

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アイチ

コーポレーションの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10

月１日から平成29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイチコーポレーション及び連結子会社の平成29年12月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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